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　（6）　　仕」二げ逃iゆヨ海曳

　以上の如くせるものを純xylol中に入れると透明になる。xylo1は透明と同時に保存に用ひ

られる。

動物の翻琳は第2の水洗から直ちに爵ee・i叫こ入れても艮い。牧縮せる鵬合は多少の

水を加へる。漂白と脆水を上乎に行へ孝fxylo1を用ぴた方が透明なものが出來るが、急製には

91．yceTinを用ゆる方が無難であるQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亭　尾　孝　挙

バツタの卵をパラフイン切片にする方法

　此の方法はSciθnGe　Vo1，78、　No．2025（P．366．1933）に嚢表せられたるものである。

先づCarnoy－Lel）runの液（クロロフオーム、氷酷酸を同量に滉じそれに昇乗を飽和したもの）

に5分入れ卵の側面に針で孔をあけ猫5分の後に取り出し24時閥沃EXt　aleoho1で昇衆を抜

く、卵を二：つに横1斯してmierOPy1θのある傘分を「i　O－80％アルt　一一ルに保存す。

　切片にするにはε0％alGohol　100・e．c，に石炭酸4gmの液に24時間入れ9tt．％島lcoho1

で脆水し、ア；、リン油で透明にし、クi・tnフオー一　Aで溌ひ、パラフィンにて冒ilnb配する。切

る際に卵がバラフイン片の一面に露μ1するまで捌り24－48時聞水に入れて置いて切る。染色

にはfeulgen法を用ひると撰だけ染まり卵黄に色が付かない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　坂　　牧

モデフアイせるgelatin包埋法とslide glass貼付法

に依る副腎及他の類似脂肪体の研究に關する一方法

R.L.ZWEMER

　　　　　　　　　　　　　（TIle　Ana七．　Bec．　Vo1，57，　N6．1）

　組織墨的實験研究に於て1ipoid（類似脂肪休）の類は、用ゆる藥1縞中に於ける溶解度が高い

だめ研究に非常に困難である、毛の鵬合凍結切片法を用ひるのであるが、この法は組織中の氷

の結品が組織を破壌したり叉、揮く切るに困難であつたり叉硬すぎだ砂して非常に困難である。

譲ねてよりGaskeU，　N　icolas，　Olt，等はこの法の改良のためにgelatiu　em1｝eddin9を用ぴた’

が．この方法はその後の繰作が非常に面倒であった。本文の筆諮はこれを改良して次の如き

sys七emの技術を行つた。

　（1）包埋　　、　　　　－t．．『，∴、　　t．t
　先づ固定ぜる材料をformalin其他の固定剤より出し、これら藥剛が除芸される迄4時間以

上水洗しこれを350～37°Cの恒淵器中の5％geヱa七ia中に34時聞放置すe”後同温の10％

9θla七inに12～16時間移し放置す。後pe七ri皿を用ひ10％gela七in中に包塊する。1れを

凍結器中に3時闇入れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　（2）細織のgeユa七in　blockを切り10％のformalin中に撒時開入れるogela七inを不水溶

挫にするためである。このまムにて何時迄も謄藏出來る。このbl6Gkは中の組織の開係を

binoGUlar顯微鏡共他に依り見得るから便利である。

　（3）水にてblockを洗ひ乾燥せるCO・2　gasにて一様に白く掠結させ刀にて薄く切れる迄に
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する。而してCOndi七iollの良好なるうちにseclionを行ふ。（筆蒋は或る組織の5【ハの切片

を得る事が禺來た。）

　（4，）　漣績seationが必要なる瘍合等は平mL3くは1昨計jKし中に蒸溜水を入れsection　をその中

に入れる而して貯藏したき瘍合には水を、10％formalin（叉は少し濃き）に取換へる。

　（5）日lideに蒸溜水を置きてsec七ionを乗せ、水を除去して次に1～2滴のge1醐u　1％液

を加へて。約5分闇33°～37°0の乾熱にてslideを乾燥する。訳に10　％fOl’IIIaiill液に浸

漬し約10分間放置す。’これが適當に行はれたるものはse醐011は剥げない。又このまS貯歳

して良い。

　（6）染色に就ては通常の脂肪染料は箪猫で叉は贋く水溶性色素と共に用ひられる。Slld鋤

nl及同IV．　Nile　blue　sulpha七e．　Scharlach　R．　Mallory　C．等を用ひぞ。

　（7）凍結法使用上の欠貼の一つは媒質の事である。cl・minerやasphaltを用ひだるときも

slideを91ycerinや91ycerin、jelly中に入れるとimmersion　oilを用ひたる後清拭する際に

傷んでしまふ。～：玉に筆潜の研究に依るttglychrogeY’を用ひる。とれは30つCにて流動し室

温では侵時間使用出來る。用後24時聞樫ると凝岡してcoverglassは離れなくなる。‘‘glych－　’

rogel”の屈折雍はoil　im単er8ion　3ζはpolaτlzed　lighもに封し漏足にしてゆがみを生じない。

肱卵錐、畢丸、腎臓、他種々の1ipoid《）研究を漏足になし得るものである。術・・91ychroge1”

の製法は次の様である。

　　’　　　　　t‘G］yehr◎gel，　mouutingユnediumの製怯

　　100GGを作る傷合の材料
　　　　e　　　　　　　　　　　20CG・・・・・・・…　■t・・・・・・…　9’1ycerin

　　　　　　　　　　　3　gr扁・・鱒・軸●軸鱒・鱒・鴨・Il【：皿ox　恭並二JIJこ　gela七h1

　　　　　　　　　　　0．2gr………………chrome　alu㎜

　　　　　　　　　　　80cc……………　…・。，dis七illed　water

　chrome　alumを30　ccの湯に、、淺りの50　CGの湯にてgela七inを、各別々に溶解する。

gela七il1液の未だ温い内に20　ccの91ycexinを加へる。そして漉合撹搾しつS　30　coの温い

chl　o1皿e　alumの液を加へる。発部混合したら濾過し、貯藏する7eめにeOinp1）orの結焔を力11

へる。泡Dある時は温める。塞い部屋にて凝圃する時は37°Cの定湿將中にて再び流動iUt態に

する。貯藏中は密栓して蒸襲を防ぐのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『1　尾　　s－Ptr．”『TM


